
1男子学生の母性看護学実習の現状と課題

Ⅰ．緒　　言

　臨地実習は，あらゆる看護の場において，既習の
知識・技術を実際の患者を対象に実践し，既習の理
論，知識，技術を統合するとともに，看護の社会的
価値を顕彰する授業である1）といわれ，看護教育の
目的を達成するためには欠くことのできない学習で
ある。学生は，実習という授業をとおして，看護の
対象である患者に必要な援助を判断し行なうことに
より，看護実践に不可欠な援助的人間関係を形成す
るための方法や能力，専門職者としての役割や責務
を果たす能力などを習得する。したがって，看護実
践能力を培うには，実習は極めて重要であり，看護
教育の中では大きな比重を占めている。
　1989（平成元）年にわずか12校であった看護系大
学は，2004（平成16）年には122校（入学者数9,464
名），2012（平成24）年には211校（入学者数18,569
名）2）を数えるまでに急増し，看護師養成数は増加
している。また，2004（平成16）年4月の男子学生
入学数は780名（8.2％）３），2012（平成24）年は1,916
名（10.3％）2）と男子学生数も増加している。3年
課程の養成所および養成数も増加しており，看護師
養成所（3年課程）の男子学生入学数は，2004（平
成16）年は1,990名（8.7％）であったが、2012（平
成24）年には3,267名（12.6％）と増加している２）。
就業看護職員全体に占める男性看護職員数も，2004

（平成16）年には54,713名（4.5％）であったが，
2012（平成24）年には87,199名（6.0％）と微増傾向
にある4）。
　1989（平成元）年のカリキュラム改正により，男

子学生の母性看護学実習は必修となった。母性看護
学実習においては，「妊娠・分娩は病気ではなく生
理現象であり，妊婦・産婦・褥婦は病人ではない」

「妊婦・産婦・褥婦は一時期を除けば，日常生活は
ほぼ自立しており，自立そのものが目標である」な
ど，妊産褥婦の看護援助は，セルフケアが中心とな
り直接的ケアは少なく，指導や教育が中心となる。
したがって，学生が実施できる指導や教育，直接的
な援助技術は少なく，観察や見学が主となることが
多い。さらに，観察や見学・援助の対象となる部位
が乳房や陰部など羞恥心を伴う場所であるため，対
象には多大な精神的負担をかけることになる。
　看護系大学や看護師養成所および看護師養成数・
男子学生が増加する一方で，出生数5）や産科医療施
設は減少4）しており，母性看護学実習を行なうため
の実習施設の確保は年々難しくなっている。先述し
た母性看護および母性看護学実習の特徴をふまえる
ならば，年々増加している男子学生の母性看護学実
習について現状と課題を整理する必要があると考え
た。そこで，本学の母性看護学実習の概要を述べた
後，1．母性看護学実習における男子学生の現状，
2．男子学生の母性看護学実習に対する妊産褥婦の
意識・態度，3．男子学生の母性看護学実習を受け
入れる施設の状況・意識・態度の3つの観点から見
解を述べる。

Ⅱ．母性看護学実習の概要

１．実習目的
　女性の母性機能の発達および健康を理解し，性と
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生殖の観点から，妊娠・分娩・産褥期にある母子と
家族への適切な支援ができる基本的な実践能力を養
う。

２．実習目標
　【一般目標】 
１）母性看護の対象を身体的・心理的 ･ 社会的な存

在として統合的に認識し，特に，妊娠・分娩・産
褥期にある母子と家族に対して適切な看護ができ
るための基礎的知識・技術・態度を習得する。

２）女性のライフサイクル各期における健康問題に
ついて理解し，看護の必要性および母性看護の役
割について考察する。

３）保健医療制度や社会資源の活用，他職種や関連
機関との連携など，継続看護の重要性について理
解する。

　【個別到達目標】
１）妊婦を身体的・心理的・社会的な存在として把

握し，援助の必要性を判断できる。
２）産婦の分娩各期における身体的・心理的・社会

的状況を把握し，援助の必要性を判断できる。
３）褥婦を身体的・心理的・社会的な存在として把

握し，援助の必要性を判断し，実施・評価するこ
とができる。

４）新生児の生理的特徴を把握し，観察および養護
に必要な看護技術を実施できる。

５）思春期・成熟期・更年期・老年期にある女性の
健康問題と必要な看護について記述できる。

６）保健医療制度や社会資源の活用，他職種や関連

機関との連携などの必要性について記述できる。
７）看護職者として基本的態度を身につけることが

できる。
＊各個別到達目標には，下位項目があるが省略す

る。

３．実習方法
　3年次の4～10月にかけて，6グループ（1グ
ループ17～20名）がそれぞれ2週間（2単位 90時
間）の実習を行なっている（表1）。実習施設は公
立の総合病院3施設，民間の総合病院1施設，周産
期・婦人科・新生児および小児科を専門とする民間
病院1施設，産婦人科医院1施設の計6施設（1施
設の実習生数2～7名）である。6施設のうち男子
学生の実習受け入れ施設は2施設で，うち1施設は
1グループ（男子学生1名・女子学生1名）のみ，
もう1施設は6グループすべて実習可能であるが，
1グループの実習生数は原則4名（うち男子学生は
１名）である。なお，男子学生の受け持ち実習（妊
婦・産婦・褥婦）については，女子学生とペアで行
なうことを原則としている。

Ⅲ．母性看護学実習における男子学生の現状

１．母性看護学実習の必要性や意義に対する男子学
生の意識・態度

　大学4年次の男子学生15名の母性看護学実習終了
後のレポート内容の分析を行なった井田ら6）は，

「男子学生が母性実習に行く意義について，どの年

表１　実習スケジュール
週 曜日 場所 実習内容

第　

１　

週

月 学内 技術演習
火

臨地 一組の母子を受け持って看護過程を展開
水
木
金

第　

2　

週

月 学内 受け持ち事例の検討、自己学習、担当教員との個別面談
火

臨地

外来：妊婦の観察 ･ 保健指導の見学および実施
　　　産婦人科外来を受診する女性の診察 ･ 検査の見学
分娩室：産婦の観察 ･ ケアの見学および実施
新生児室：新生児の観察 ･ ケアの見学および実施

水

木

金 学内 実習のまとめ、担当教員との個別面談、記録の整理・まとめ

＊配置によって１週目と２週目が逆になることがある。
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代の看護を展開するにおいても，結婚，出産は人の
一生の中の起点，原点ともいえることで，それに対
する命の大切さ，ありがたさを看護職についたとき
も振り返り，個別性，生きがいなどを考えてケアで
きるようにするためだと思う」「『なんで母性行かな
あかんねん』って思っていたけど，健康な人への介
入として他分野でも活用できる能力を身につけるた
めに必要なことだと感じた」「夫への支援について
考えることが，男性看護学生が母性看護実習に行く
理由ではないかと考えることができた」と，男子学
生が自ら母性看護学実習の意義を見出していたこと
を報告している。
　看護大学の男子学生として4年次に母性看護学実
習を行なった菊永7）は，実習後に，男子学生が母性
看護学実習を行なう意義や必要性について以下のよ
うに述べている。妊娠・出産・育児は，女性のライ
フサイクルの中で大きなライフイベントであり，そ
うした一連の流れの中で，女性が肉体的かつ精神的
にどのような経験をして，どのような心理状態にな
るかということを実際に知る機会であり，女性を理
解する上で役立つ。こうしたことを知っているのと
知らないのとでは，他の領域において女性を看護す
る際にも，看護の質に差が出るのではないかと考え
る。就職後，女性患者と関わることは必然的に起こ
ることであり，母性看護学実習での経験を発展させ
ることで女性患者の看護実践につなげることができ
る。市川8）も，母性看護学実習での経験は，単に国
家資格を得るためだけでなく今後の患者との関わり
や自分自身の育児に大いに役立つとともに，看護場
面では自分自身の羞恥心を捨てなければならない場
面にもたびたび遭遇するため，そういった意味でも
今後に生かせるものであると述べている。
　このように，男子学生が母性看護学実習を行なう
ことの意義や必要性については，男子学生自身が母
性看護学実習終了後に見出しており，畠中ら9）や岩
谷10）・尾崎ら11）も同様の報告を行なっている。
　一方，母性看護学実習前の男子学生は，母性看護
学実習に対して，女子学生と同じように「学び多い
実習」「楽しい実習」を強く望むものの，期待や意
欲といったポジティブな気持ちが優勢であった女子
学生に対し，男性であることによる不安や母性看護
および技術に対する不安などネガティブな気持ちが
優勢となり12），母性看護学実習の必要性や意義を見
い出せないまま実習に臨んでいる。

　岩谷ら13）の調査では，母性看護学実習の必要性に
ついて，男子学生の約4割が「必要」と回答してい
たものの，「不必要」「どちらでもない」との回答も
それぞれ約3割であった。必要と思う理由としては，

「男性看護師にも母性看護の知識は必要」「男女とも
同じ免許だから男女とも同じ実習が必要」「経験の
ためにしてみてもいい」などがあり，不必要と思う
理由としては「将来母性に進む気がない」「助産師
の免許は男性に認められていない」「男子学生の母
性実習の受け入れ体制ができていない」「精神科実
習の方がためになる」などがあった。また，実習を
行なうことに対しては，「したくない」「どちらでも
ない」と回答した学生がそれぞれ約4割で，したく
ない理由は「抵抗がある」「恥ずかしい」以外は不
必要と思う理由とほぼ同じ内容であった。また，増
田ら14）も，男子学生が母性看護学実習を行なうにあ
たり不安に思うこととして「男性という立場から受
け持ちを拒否されてしまうのではないか」「男性と
いうことで産婦や褥婦とうまくかかわることができ
るか」などがあったと報告している。尾崎ら11）も，
男子学生は「対象からの拒否の危惧」「実習上の制
約」「性別への過剰意識」「女性環境での居心地の悪
さや気まずさ」などから，実習前からすでに母性看
護学実習に対して困難を感じていたと報告している。
実際に母性看護学実習を行なった結果，その意義や
必要性に気づいた菊永７）や佐藤15）も，実習前は，本
当に妊婦や褥婦に自分が受け入れてもらえるのだろ
うか，看護者として妊婦や褥婦に関わることができ
るだろうか，男子学生が母性実習を行なうことにど
んな意味があるのだろうかなどの不安や疑問を抱き
ながら実習を迎えたと述べている。
　このように，男子学生は母性看護学実習の必要性
についてはある程度理解しながらも，性差からくる
不安が大きく，母性看護学実習に対して積極的にな
れない・消極的にならざるを得ない状況に置かれて
いるといえる。

２．母性看護学実習の中で感じる男子学生の困難
　荒川16）は，母性看護学実習において男子学生が経
験する性差に関わる困難には，「男性であることに
起因する実習上の制約および学生自身の過剰な意識
による学習の停滞」「女性多数の環境に身を置くこ
とやその環境にいる人々からの受け入れに対する緊
張・気まずさ・不安」「学生としての個別性ではな
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く性差による関わりを受けているという知覚」「将
来の自己の看護職へのつながりのなさを感じる」と
いう特徴があるとしている。具体的には「患者やそ
の夫から受け持ちを断られる」「男性であるがゆえ
に単独で行動させてもらえない」「乳房マッサージ・
悪露交換・子宮復古の観察の機会が得られない」

「ひたすら新生児との関わりを強いられ，患者との
関わりを制限される」「ほとんど何も経験できない
ので知識・技術の修得，学習意欲の向上を実感でき
ない」「患者の身体に触れるケア・内診の見学をす
ることに衝撃・抵抗感・恥ずかしさを感じる」「患
者やその夫に嫌がられたり，不快な思いをさせるの
ではないかと不安に思う」「女性多数の環境に驚き，
そこに身を置くことに緊張する」「実習指導者の学
生への指導方法や態度に男女差を感じる」「男性で
ある自分が実習することに対して患者や実習指導者
にどう見られているのかが気になる」「母性看護学
実習をすることの意義を見出せない」「男性が助産
師になれないことへの不合理さを実感する」「女子
学生と一緒に内診場面を見学することに恥ずかし
さ・気まずさを感じる」「ペアを組んで実習するこ
とが女子学生の迷惑になっていないか心配する」な
ど22カテゴリが示されている。
　村井ら17）は，男子学生が困難と感じたこととして，

「身体状況を尋ねることに恥じらいを感じた」「褥婦
が同年代であり関わりにくかった」「子宮底や会陰
切開部の観察時は気まずかった」「病棟内は声をか
け難い雰囲気だった」「ペアとなる女子学生との細
部にわたる調整が困難であった」などを報告してい
る。尾崎ら11）も，男子学生の多くが，妊産褥婦に直
接関わる「診察の介助」や「子宮底の測定」「レオ
ポルド触診法」「乳房の観察」など，特に生殖器に
関する項目に困難を感じており，その理由としては，
性差による実習上の制約＜異性ということで観察な
どをさせてもらうことが難しい＞，性器への抵抗，
性別への過剰意識＜対象が異性であることから遠慮
してしまう，恥ずかしい，積極的に伝えられない＞，
対象からの拒否の危惧＜男子学生であるという理由
で断られる，許可を得ることが難しい＞，女性環境
での居心地の悪さや気まずさ，他の対象への過剰意
識＜受け持ち褥婦以外の他の対象の視線＞，相手の
立場に立った思い＜歳の近い褥婦だから恥ずかしい
だろう，夫の立場だったら嫌な思いをする＞などが
あると報告している。

　畠中ら9）や岩谷10）によっても同様の報告が行われ
ており，男子学生は性差に伴う様々な不安や戸惑
い・緊張などを感じながら母性看護学実習を行なっ
ているのが現状であるといえる。
　

Ⅳ．男子学生の母性看護学実習に
　　対する妊産褥婦の意識・態度

　男子学生の臨地実習を受け入れている病院に通院
している妊婦99名を対象に調査を行なった岩谷ら13）

の報告では，妊婦の約4割が男子学生の母性看護学
実習に反対しており，賛成は約1割，どちらでもな
いが約5割で，反対の理由としては「恥ずかしい」

「抵抗がある」「なんとなく生理的に嫌」「産婦人科
以外ならいい」「興味本位の気持ちがないとは限ら
ない」などがあり，賛成の理由としては「出産に対
する女性の大変さがわかる」「男性ならではという
利点もあると思う」「看護は体力が必要だから」な
どがあった。また，妊婦の7割以上が，男子学生に
してもらいたくない項目として「悪露交換」「授乳
指導」「子宮復古の観察」「分娩経過の観察」をあげ
ていた。一方，「新生児の沐浴」「育児退院指導」に
ついては，7割以上の妊婦が男子学生が行なっても
よいと答えていた。
　増田ら14）の調査でも，男子学生が行なう実習内容
について，「新生児の観察」「新生児のバイタルサイ
ン測定」「沐浴」「ミルク授乳」などの新生児ケアは
ほとんどの褥婦が実施してもよいと回答していたが，

「直接授乳」「乳房マッサージ」「搾乳」は約半数の
褥婦が見学も実施も絶対に嫌と回答していた。
　産科病棟に入院中の褥婦132名を対象に調査を行
なった稲垣ら18）の報告では，男子学生が母性看護学
実習を行なうことについて，褥婦の約6割が「必
要」と回答し，「不必要」「どちらとも言えない」は
それぞれ約2割で，初産婦より経産婦に男子学生の
母性看護学実習を肯定する者が多かった。また，

「新生児のケア」の見学については9割以上，実施
についても8割以上の褥婦が可能であると回答して
いたが，「内診の介助」「「悪露交換」「乳房マッサー
ジ」「授乳指導」については，見学では8割以上，
実施では9割以上の褥婦が否定的・消極的な回答で
あった。男子学生の受け持ち実習については，「よ
くない」「どちらでもよい」がそれぞれ約4割，「よ
い」は2割弱で，男子学生の受け持ちを依頼された
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場合についても同様の結果となっており，約8割の
褥婦が「できるだけ断る」「絶対断る」と回答して
いた。男子学生の母性看護学実習の必要性には理解
を示しながらも，自らが男子学生に受け持たれるこ
とや特に羞恥心を伴う性器の観察や身体に直接触れ
るケアについては否定的な者が多いといえる。
　一方，都竹ら19）は，男子学生による受け持ちにつ
いて，肯定的な意見と否定的な意見がほぼ半数ずつ
であったが，男子学生による受け持ちを経験した褥
婦はすべて肯定的意見であったと報告している。伊
藤ら20）の報告でも，男子学生の受け持ちを経験した
褥婦は，「積極的な参加，熱心な取り組みに好感が
持てた」「まじめに学ぼうという姿勢のある学生で
あれば男女の関係なく学ぶ機会を与えてあげたい」

「真剣に積極的に実習に参加していれば応援したく
なる」など肯定的な意見が示されていた。また，実
際に男子学生に受け持たれた褥婦 A 氏は，「とても
勉強していたようで，どんなことを質問しても必ず
調べて丁寧に教えてもらえ，すごく頼りになった」

「出産翌日からの関わりであったが，出産の時から
関わってもらってもよかったと思う」「勉強しても
らえれば，男性も女性も変わらない」と述べ，B 氏
は「接し方が大変丁寧で，緊張しているのがよく分
かったが，言葉を選んで話している感じで，態度も
よく好感が持てた」「態度も謙虚で全く嫌な思いを
したことはない」「勉強していれば男性も女性も同
じように感じた」「帝王切開だったが，立ち会って
もらってもよかったと思う」と述べている21，22）。
　母性看護学実習では，他の看護学実習に比べ対象
となる妊産褥婦の年齢層も若く，ケアも乳房や陰部
など羞恥心を伴うものが多いため，20歳前後の男子
学生に対して対象が抵抗感や負担感などの否定的感
情をもつことは避けられないことである。しかしな
がら，対象や実習に対する男子学生の丁寧・誠実・
謙虚・積極的な姿勢や態度は，それらの否定的感情
を軽減し，肯定的な感情へと変えることができる可
能性が大きいと考える。

Ⅴ．男子学生の母性看護学実習を受け
　入れる施設の状況・意識・態度

　産科・産婦人科を標榜する病院および診療所数は，
1999（平成11）年は6,829であったが，2011（平成
23）年には5,014に減少し，助産所も4,945から3,619

に減少している４）。この背景には，出生数の減少が
あることは言うまでもなく，1999（平成11）年に
1,177,669あった出生数は，2011（平成23）年には
1,050,806に減少し，現在も減少し続けている５）。一
方，出生数に占める体外受精や顕微授精など ART

（Assisted Reproductive Technology：生殖補助医
療）による出生数は年々増加しており，現在は40人
に一人は ART による出生といわれている23）。また，
分娩後の入院期間も，経腟分娩の場合は4～5日，
帝王切開術の場合でも7日前後と短縮しており，さ
らに，高齢妊娠・出産や不妊治療後の妊娠・出産の
増加に伴うハイリスク妊娠・出産などの増加，対象
の権利擁護等々により，母性看護学実習を実施する
こと自体が年々難しくなっている。本学も例外では
なく，特に男子学生の母性看護学実習施設の確保と
実習展開については長年苦慮している課題である。
　総合病院4施設の産婦人科に勤務するスタッフ71
名を対象とした調査13）では，男子学生の母性看護学
実習の必要性については，約5割が「必要」，約3
割が「どちらでもない」，約2割が「不必要」と回
答しており，必要と思う理由としては「性差におけ
る看護の体験になる」「父性の育成ができる」など，
不必要と思う理由としては「メリットがなくデメ
リットが多い」「患者が受け入れないと思う」など
であった。また，実習指導を行なうことに対しては，
約8割が「不安がある」と答え，内容としては「患
者・家族の拒否・抵抗があった場合の対応」「患者
が恥ずかしく思わないか」「男子学生に興味本位の
姿勢があった場合の対応」「患者のプライバシーを
いかに守るか」などであった。さらに，約7割が

「病院・病棟への影響がある」とし，その内容は
「患者同士の口コミで敬遠しないか」「実習が煩雑に
ならないか」「医師以外の男性がうろうろしている
と何か不審に思わないか」「スタッフ・患者ともに
戸惑う」などであった。実習項目では，「内診の介
助」「悪露交換」「乳房のケア」は半数以上がさせた
くないとしており，「母親学級」「沐浴指導」「産褥
体操」「退院指導」「新生児のケア」は半数以上がさ
せてもよいと答えていた。
　「沐浴」や「新生児のバイタルサイン測定」は，
直接褥婦に接する項目ではないため，スタッフも男
子学生に対して実施を勧めやすいが，「直接授乳」

「搾乳」「乳頭トラブル時の対応」などは，褥婦の羞
恥心を伴うことや身体へ直接触れる行為であり，拒
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否する褥婦もいるため，積極的に働きかけることが
できず，スタッフ自身にも男子学生を無意識的に

「男子」という性で見ている部分があり，男子学生
の母性看護学実習に消極的になってしまう現実もあ
る14）。稲垣ら18）の調査でも，対象とした産科に勤務
する看護師および助産師の約8割が男子学生の母性
看護学実習は必要と回答し，受け持ち実習について
も約6割がよいと回答していた。しかし，男子学生
の受け持ちを自身が依頼された場合については，約
9割が「できるだけ断る」「絶対断る」と回答し，

「受け持ってもらう」と回答した者は2割に満たな
かった。この要因については，対象となった看護師
および助産師全員が未婚であり，平均年齢も26.5歳
と若いことから，羞恥心や性差へのこだわりが強い
ことが示唆されていた。
　カリキュラム改正（1989）や男性看護師・男子学
生の増加などに伴い，男子学生の臨地実習に対する
臨地や対象の理解は確実に進んでおり，男子学生の
母性看護学実習についても，その必要性や意義に対
する理解は同様に確実に進んでいる。しかしながら，
対象が女性であることや羞恥心を伴うケアが中心で
あるなどの母性看護の特徴，助産師の国家資格は男
性には認められておらず，産婦人科領域での勤務の
実態もないなどから，施設やスタッフにとっては負
担感や負担の方が大きいといえる。
　本学の男子学生の母性看護学実習においては，女
子学生とのペア実習ではあるものの，受け持ちや見
学・実施はほぼできており，分娩時の観察や援助・
帝王切開術の見学・触知による乳管開通の確認・レ
オポルドの触診・子宮復古の観察など性器や身体に
直接触れるケアも体験できている。これは，実習施
設およびスタッフの理解と多大な教育的配慮による
ところが大きいと考える。

Ⅵ．結　　語

　1993（平成5）年の保健婦助産婦看護婦法第59条
2の追加により，女性のみに認められていた保健婦
の門戸が男性にも開かれた（当時の名称は「保健
士」である）。さらに，2001（平成13）年の「保健
婦助産婦看護婦法の一部を改正する法律」の制定に
伴い，男女で異なっていた名称「看護婦」「看護士」

「保健婦」「保健士」は，男女の区別なく「看護師」
「保健師」の名称が法定された。「助産婦」について

も同様に「助産師」へと名称変更されたが，男性へ
の門戸は開かれていない。看護基礎教育においては，
男女の区別なく学習を進めていくことが，「人間を
身体的・精神的・社会的に統合された存在として，
幅広く理解する能力を養う」（看護師等養成所の運
営に関する指導要領，2008）ことになることはいう
までもない。したがって，男子学生が母性看護学実
習を行なう必要性・意義もそこにあるといえる。
　しかしながら，これまで述べてきたように，男子
学生の母性看護学実習には様々な困難が存在してお
り，それらの困難は少子化や高齢妊娠・出産の増加，
ART による妊娠・出産の増加，看護師養成機関お
よび看護師養成数の増加，男子看護学生の増加，産
科医療施設の減少等々の社会構造の変化を受け，今
後も続いていくことが予想される。
　臨地実習は看護教育の目的を達成するためには欠
くことのできない授業であり，その臨地実習が授業
として成立するためには，看護が実践されている場，
すなわち学生の看護の対象となる患者の存在は必要
不可欠な要素となる。また，受け持ち患者をはじめ，
臨地実習の中で経験する人間関係や体験は学生の学
習意欲や学習成果に大きく影響する。患者の人権擁
護，円滑・安全，かつ効率のよい実習目的・目標達
成のためには，学生の受け持ちとなること，なった
ことを患者がどのようにとらえているかを知ること
は重要である24）。
　男性助産師が認められていないことや母性領域

（産婦人科）は男子学生の就職先の選択肢としてな
り得ない現状，先述したように男子学生の母性看護
学実習の困難は今後も続くことが予測されることな
どをふまえると，男子学生の母性看護学実習につい
ては，看護教育制度の中で改めて整理し検討する必
要があるのではないかと考える。
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